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爽やかな初夏の風を感じたのは昨日がやっと･･･今日もう１日もってくれるといいのですが･･･いかにも

異常気象を感じさせるこの頃の気候ではあります。奄美大島は入梅したそうですが、宮崎はまだ暫くあるの

でしょうか･･･でも昨日今日はまったく梅雨の晴れ間といった感じです。明日は又雨になるそうですし･･･連

休の始まりだった野の花館まつり（４月２９日）天候はやっと持ったかんじで丁度「語りの会」を始めるの

に皆さんを館内へご案内した頃ポツポツふりだし、大慌てでテントの片づけをしたことでした。（くわしく

は２ぺ―ジ参照）皆さんお変わりありませんか？５月１４日に第７期定例総会を終え、新年度が出発しまし

た。季節に１度の舞台公演を丁寧に取り組みたいと思っています。毎月２回の野の花文庫も子供達とのつな

がりを大事にぼちぼち呼びかけを･･･と思っています。今年度２回目の企画は今こそ真剣に平和の問題を考

えなくては･･･とあせる気持で今年は野の花館6回目の（花いちもんめ）・・・二人の会の濱崎けい子さんが

ライフワ-クにされているこの作品、日本の近代史を視続けてきたこの館で演じてこそ訴える力が大きいよ

うに感じます。ココに描かれる満州の開拓村の名が｢高千穂村｣、おきざりにされる女の子の名前が｢なでし

こ｣･･･というのにも何かしらご縁を感じています。前回の公演で観ていただいた方々がその迫力に驚かれ、

（ﾁﾗｼ裏参照）多くの感想をいただきました。まだまだご覧になっていない方も多いと思います。 

是非１度野の花館での（花いちもんめ）を観ていただきたいと願っています。 

 

野の花館・平和を考える集い・２００６ 

宮本研・作   ―１幕― 

花いちもんめ 
 中国ハルピンで、戦争のために家族がばらばらになってしまった母親と姉弟の 

お話。戦争体験を伝える・・・ 

伝え続けたい あの惨劇を！！ 

     忘れてはいけないあの戦争を・・・！！ 
 地球上のどこかで戦禍が続く昨今、もう半世紀以上も前のことになった私たちの戦争体験を１人の母親が
語る事実として子供達に伝えていきたい。 

前回観劇された方からの感想 

・ ・・演じている役のパワーに圧倒されました。難しい役どころだったと思うのですが、細やかな仕草、思いを 

こめた演じたいと思うオ―ラ、全てに引き込まれました。               男性２４歳 

・前回はほんの一部を昼の光の中で拝見したのですが、今回は夜、最初から最後まで舞台を拝見して､あ

のときよりも自然を活かしたこの場所と演じる濱崎さんのオ―ラが融合した迫力に息を呑みました。 

                                      女性２３歳 

・強力なパワ－とオーラにひきつけられて、世界にすんなり入っていけました。･･･     男性２４歳 

出演・濱崎けい子 演劇企画二人の会 

  とき・７月２２日（土）開場：７時開演：７時半開演 
   参加費・大人：２，０００円   子ども：１，０００円 
            （当日はそれぞれ５００円増し） 




